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1.はしがき

本研究成果報告書は、平成15年度から平成16年度にわたって

文部省科学研究費補助金(基盤研究 C(2))の交付を受け、滋賀医科大

学医学部麻酔学講座においておこなったor受容体チャンネル調節酵素

のモデル酵素における麻酔薬・タンパク相互作用の解明Jに関する研究

成果をまとめたものである。本研究の遂行にあたっては、同僚、大学院

生ならびに研究生諸氏の多大な協力を得た。これらの諸氏の寄与は発

表論文中の共同研究者として連ねられている。また、本研究の遂行に本

学実験実習支援センターの装置を使用した。ここに、深く感謝する次第で

ある。
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